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福祉医療費助成制度 受給者の皆様へ 

農地の売買・転用には手続きが必要です

写真：5 月 20 日、第 13 回神河町消防操法訓練大会が行われました。
　　　写真は小型ポンプの部で優勝した越知谷分団です。
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特集 かみかわの教育

■ 2018 年 4月 30 日現在（外国人含む）
　人口 11,539　男 5,475　女 6,064　先月比（男 -5　女 -16）
■ 4月中の異動（人）転入 26　転出 34　出生 6　死亡 19

人の動き
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かみかわの教育　特集

2018 かみかわの教育

ふるさとを愛し　こころ豊かで
自立した　神

かみかわ

河の人づくり

夢や志を持ち、自立して未来をたくましく生きる力を育てる。
基礎的基本的な知識や技能を習得させ、それらを活用して課題を解決する 

　ための思考力・判断力・表現力を育てる。
生命を尊び、他者への思いやりや寛容の心、人権を尊重する精神を持ち、

　多様な人々と豊かに共生する態度を育てる。
自然や生活の中で遊びや体験活動、交流活動を深め、幅広い知識や教養、

　柔軟なコミュニケーション能力を培い、社会性豊かな心を育てる。
生涯学習としての学びの機会や場を充実させ、ハートのふれあうひと・

　まちづくりを通じてふるさとを愛する心を育てる。

1. 教育目標

・しっかり かんがえる
・じぶんを みがく　
・ゆたかに かんじる　
・こころで わかる

問合せ　教育課　34 － 0212

Ⅰ基本理念

Ⅱ基本方針

夢をひろげ　志を育てる　学びあい　支えあい　育みあう教育を！

３つの力で、学びあい　支えあい　育みあう　楽しい学校を創造する
2. 本年度の重点行動目標

①笑顔と絆の力

人との豊かな
つながり

確かな学力の
根っこ 教師力の向上

②基本と習慣の力 ③授業と教師の力
○「あいさつ」から始まる、
　楽しい学級・学校（園）
　づくりを推進する
○信頼しあえる「絆」が確
　かな学力と豊かな心の成
　長につながる
○一人一人を大切にし、認
　め合う集団が自尊感情を
　高める
○いじめを絶対許さない学級・
　学校づくりを推進する

○学習の基本「聞く・話す・ 
　読む・書く」を徹底する
○家庭と連携し、「読書」「家
　庭学習」の定着を図る
○地域の教育資源を活用し
　た「日本一の学校づくり」
　を推進する
○小学校における外国語活動・
　英語科の充実を図る

○主体的・対話的で深い学
　びを実現する
○「めあて」と「振り返り」
　を大切にした授業を徹底
　する
○適切な指示・説明や発問、
　構造化された板書等の基
　本的な授業技術を向上さ
　せる
○教職員の資質向上のため
　の研修の充実
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特集　かみかわの教育

実
践
目
標

⑴
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
の
基
礎
を

　

養
う

⑵
達
成
感
や
自
己
有
用
感
の
持
て
る
体
験
活

　

動
を
充
実
す
る

⑶
国
際
化
に
対
応
し
た
教
育
を
充
実
す
る

⑷
ふ
る
さ
と
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
す
る
態

　

度
を
育
成
す
る

具
体
的
実
践
項
目

①
人
や
社
会
と
自
分
と
の
関
わ
り
を
認
識
さ

　

せ
る
と
と
も
に
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

　

覚
や
社
会
参
画
へ
の
意
欲
・
態
度
を
養
う
。

②
「
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
モ
デ
ル
」・「
キ
ャ
リ

　

ア
教
育
指
導
資
料
」
を
活
用
し
、
自
己
の

　

将
来
を
描
き
、
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ
と
の 

　

意
義
を
理
解
さ
せ
、
夢
の
実
現
に
向
け
た

　

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
を
育
成
す
る
。

自
立
し
て
未
来
に
挑
戦
す
る

意
欲
や
態
度
の
育
成

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
の
充
実

基
本
方
針
１

基
本
方
針
２

③
地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
日
本
一
の

　

学
校
づ
く
り
を
め
ざ
す
。（
ス
キ
ー
教
室

　

の
実
施
等
）

④
主
体
的
・
自
発
的
な
活
動
を
通
し
て
、
課

　

題
を
見
出
し
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

　

育
て
、
達
成
感
や
自
己
有
用
感
を
感
じ
さ

　

せ
る
と
と
も
に
自
尊
感
情
を
育
む
。

⑤
国
際
化
に
対
応
で
き
る
語
学
力
や
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
。
外
国
語

　

活
動
、
英
語
科
の
充
実
に
努
め
る
。

⑥
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

　

計
画
的
に
位
置
づ
け
、
神
河
の
歴
史
や
伝

　

統
、
文
化
や
地
域
を
支
え
る
産
業
に
ふ
れ

　

る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
。

学校 ( 園 )
教育の推進

実
践
目
標

⑴
学
び
あ
う
「
確
か
な
学
力
」
を
育
成
す
る    

⑵
支
え
あ
う
「
豊
か
な
心
」
を
育
成
す
る     

⑶
育
み
あ
う
「
健
や
か
な
体
」
を
育
成
す
る   

⑷
幼
児
期
教
育
を
充
実
さ
せ
る             

⑸
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る 

      

具
体
的
実
践
項
目

⑴
学
び
あ
う
「
確
か
な
学
力
」
を
育
成
す
る

①
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
教
育
内
容
を
組

　

織
的
に
配
列
す
る
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

　

ネ
ジ
メ
ン
ト
）。
ま
た
、
授
業
時
数
を
確

　

保
し
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
。

②
各
校
の
課
題
の
改
善
に
向
け
た
教
育
実
践

　

を
組
織
的
に
取
り
組
む
。

③
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
し
、

　

基
礎
的
基
本
的
知
識
・
技
能
の
習
得
と
思

　

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
・
学
び
に
向
か

　

う
力
を
育
む
。

小学校外国語学習

算数授業
神崎小

デイキャンプ
長谷小

④
ペ
ッ
パ
ー
を
活
用
し
た
情
報
教
育
を
推
進

　

す
る
。
ま
た
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
情

　

報
活
用
能
力
や
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
を
図

　

る
。

⑤
「
見
通
し
」
と
「
ま
と
め
」
を
意
識
し
た

　

授
業
改
善
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
基
本
的

　

な
授
業
技
術
を
磨
く
。　

⑥
児
童
生
徒
の
つ
ま
ず
き
の
解
消
を
図
り
、

　

学
年
間
、
学
校
間
の
学
習
の
系
統
性
を
重

　

視
し
た
指
導
の
充
実
を
図
る
。

⑦
様
々
な
学
習
形
態
を
工
夫
し
、考
え
を「
深

　

め
る
」「
発
表
す
る
」「
書
く
」
等
の
言
語

　

活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

⑧
体
験
的
・
探
求
的
な
学
習
活
動
を
展
開
し
、

　

理
数
教
育
の
充
実
を
図
る
。

⑨
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を
効
果
的
に
活

　

用
す
る
。
ま
た
、
家
庭
と
連
携
し
、
読
書

　

習
慣
の
定
着
を
図
る
。

⑵
支
え
あ
う
「
豊
か
な
心
」
を
育
成
す
る

①
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
指
導
方
法
・

　

評
価
に
つ
い
て
の
研
修
を
推
進
し
、
教
員

人権教室　神崎小
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の
授
業
力
の
向
上
を
図
る
。

②
自
他
の
生
命
の
尊
重
、
自
尊
感
情
や
他
者

　

へ
の
思
い
や
り
、自
立
心
や
自
律
性
、ル
ー

　

ル
や
マ
ナ
ー
を
主
体
的
に
守
る
心
や
態
度

　

を
育
て
る
。

③
物
事
を
多
面
的･
多
角
的
に
捉
え
自
分
自

　

身
の
こ
と
と
し
て
考
え
を
深
め
、
他
者
や

　

自
分
自
身
と
の
「
対
話
」
の
あ
る
授
業
を

　

創
造
す
る
。

④
人
権
教
育
の
全
体
計
画
と
年
間
指
導
計
画

　

を
作
成
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て

　

組
織
的
に
取
り
組
む
。

⑤
自
他
の
人
権
を
守
り
、
身
の
回
り
の
社
会

　

的
な
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
を
解
決
し
よ

　

う
と
す
る
実
践
的
行
動
力
を
育
成
す
る
。

⑥
互
い
の
「
違
い
」
を
認
め
合
い
、
豊
か
に

　

共
生
し
よ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
。

⑦
「
い
じ
め
を
決
し
て
許
さ
な
い
学
級
・
学

　

校
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。

⑧
災
害
か
ら
自
ら
の
生
命
を
守
る
た
め
に
主

　

体
的
に
活
動
す
る
力
の
育
成
を
目
指
し
た

　

防
災
教
育
を
推
進
す
る
。

⑶
育
み
あ
う
「
健
や
か
な
体
」
を
育
成
す
る

①
児
童
生
徒
の
能
力
・
適
性
、
興
味
・
関
心

　

等
を
踏
ま
え
た
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す

　

る
。
ま
た
、
目
標
や
内
容
を
評
価
し
、
指

　

導
の
工
夫
・
改
善
を
図
る
。

②
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
継
続
す
る
意

　

欲
や
資
質
能
力
の
育
成
、
体
力
・
運
動
能

　

力
の
向
上
を
図
る
。

③
業
間
の
活
動
や
学
校
行
事
等
を
通
じ
て
体

　

育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
的
に
行
い
、

　

運
動
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
。

④
感
染
症
及
び
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
予
防
・

　

対
応
に
取
組
み
、学
校
保
健
の
充
実
を
図
る
。

⑤
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
、
食
育
指
導
や

　

生
活
指
導
に
関
す
る
体
験
活
動
を
推
進
す
る
。

⑥
学
校
安
全
計
画
を
作
成
し
、
体
験
活
動
を

　

通
し
て
自
ら
身
を
守
り
安
全
を
確
保
す
る

　

意
識
や
能
力
を
高
め
る
。　

⑦
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
、
誘
惑
に
負
け
な

　

い
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
喫
煙・飲
酒・

　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
等
を
充
実
さ
せ
る
。

⑷
幼
児
期
教
育
の
充
実
を
図
る

①
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

　

い
姿
」
を
見
通
し
た
創
意
あ
る
教
育
課
程

　

を
編
成
・
実
施
し
、
評
価
す
る
。

②
遊
び
や
、園
児
同
士
の
「
協
同
す
る
経
験
」

　

を
通
じ
て
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
を
育
成

　

す
る
。

③
保
・
小
・
他
園
・
高
齢
者
等
と
の
直
接
的
・

　

具
体
的
な
交
流
活
動
の
中
で
、
伝
え
合
う

　

力
や
人
と
か
か
わ
る
力
を
育
て
る
。

④
心
の
動
く
体
験
、
自
分
な
り
の
言
葉
で
伝

　

え
あ
う
経
験
を
重
ね
、
自
立
と
協
同
の
心

　

や
態
度
を
育
て
る
。

⑤
幼
小
教
職
員
に
よ
る
接
続
期
に
お
け
る
カ

　

リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
連
携
を
深
め
る
。

⑥
園
児
の
日
常
の
姿
を
積
極
的
に
公
表
す
る
。   

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
預
か
り
保
育
の
充

　

実
に
努
め
る
。

⑸
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る  

①
校
（
園
）
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

　

中
心
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

　

ち
一
人
一
人
の
多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

　

応
じ
た
教
育
を
充
実
す
る
校 

（
園
）
内
支

　

援
体
制
を
確
立
す
る
。

　

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
と
活
用

　

・
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
と
活
用

　

・
適
切
な
教
育
課
程
の
編
成

　

・
中
高
に
お
け
る
進
学
時
の
情
報
の
引
き

　
　

継
ぎ

②
就
学
前
か
ら
義
務
教
育
卒
業
ま
で
を
見
通

　

し
た
相
談
・
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。

③
進
学
時
の
引
き
継
ぎ
情
報
を
活
用
し
た
指

　

導
・
支
援
の
継
続
と
、
通
常
学
級
に
お
け

　

る
特
別
支
援
教
育
（
通
級
指
導
）
の
充
実

　

を
図
る
。

かみかわの教育　特集

砥峰太鼓
長谷小

マラソン大会
寺前小

体育大会
神河中

越知の子発表会
越知谷小

越知谷幼稚園

お店やさんごっこ
長谷幼稚園
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子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　

仕
組
み
の
確
立

基
本
方
針
３

実
践
目
標

⑴
校
（
園
）
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

　

学
校
（
園
）
の
組
織
力
と
個
々
の
教
職
員

　

の
資
質
を
向
上
さ
せ
る

⑵
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
安
心
し
て
学
校

　
（
園
）
生
活
を
送
れ
る
安
全
安
心
な
学
習

　

環
境
を
整
備
す
る

⑶
家
庭
教
育
の
支
援
に
取
組
み
、
家
庭
の
教

　

育
力
を
向
上
さ
せ
る

⑷
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く

　

り
を
推
進
す
る

具
体
的
実
践
項
目

⑴
学
校
（
園
）
の
組
織
力
と
教
職
員
の
資
質

　

を
向
上
さ
せ
る

①
学
校
教
育
目
標
の
共
通
理
解
を
図
り
な
が

　

ら
教
職
員
全
員
が
協
力
し
て
、
機
動
的
に

　

対
応
で
き
る
組
織
を
構
築
す
る
。

②
学
校
（
園
）
運
営
の
成
果
と
課
題
を
共
通

　

理
解
し
、
学
校
（
園
）
自
己
評
価
及
び
外

　

部
評
価
を
実
施
す
る
。　

③
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
、
子
ど

　

も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
。

④
共
感
的
受
容
的
な
児
童
生
徒
理
解
に
基
づ

　

く
指
導
方
法
や
指
導
体
制
を
継
続
的
に
工

　

夫
・
改
善
す
る
。

⑤
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
・

　

組
織
的
対
応
に
取
り
組
む
。

⑥
保
護
者
や
適
応
教
室
、
Ｓ
Ｃ
（
ス
ク
ー
ル

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
（
ス
ク
ー
ル

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
や
関
係
機
関
と

　

の
連
携
を
密
に
し
て
、
不
登
校
児
童
生
徒

　

へ
の
予
防
や
支
援
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
。

⑦
教
職
員
と
し
て
の
使
命
感
と
高
い
倫
理
性

　

を
保
持
し
、
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
に
努

　

め
る
。

⑧
教
職
員
の
専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
の
向

　

上
を
め
ざ
し
て
、
日
々
研
究
と
修
養
に
努

　

め
る
。

⑵
安
全
安
心
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る

①
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
体
制
を
充
実
す
る
。

　

・
定
期
的
、
日
常
的
な
校
内
の
施
設
設
備

　
　

の
安
全
点
検

　

・
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
通
学
路
の
安

　
　

全
確
保

　

・
危
機
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

・
危
機
発
生
時
に
備
え
た
研
修
や
訓
練
の

　
　

実
施

　

・「
学
校
（
園
）
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー

　
　

疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
共
通
理
解

　
　

と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
へ
の
対
応
体
制

　
　

の
充
実

　

・
感
染
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
へ
の

　
　

対
応
体
制
の
構
築

②
食
育
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
校
内
指

　

導
体
制
を
整
備
し
、
栄
養
教
諭
、
家
庭
や

　

地
域
等
と
協
力
連
携
し
な
が
ら
安
全
安
心

　

な
学
校
（
園
）
給
食
に
努
め
る
。

⑶
家
庭
と
連
携
・
協
力
し
、
家
庭
の
教
育
力

　

の
向
上
を
支
援
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

①
各
校
（
園
）
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、
信

　

頼
関
係
に
満
ち
た
開
か
れ
た
学
校
（
園
）

　

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
等
を
活
用
し
、

　

家
庭
と
連
携
し
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
・

　

定
着
を
め
ざ
す
。

③
情
報
モ
ラ
ル
の
向
上
な
ど
家
庭
の
教
育
力

　

の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
S
N
S
家
庭  

　

ル
ー
ル
作
り
を
推
進
す
る
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
定
期
的
に
行
い
、

　

生
活
や
学
習
、
人
間
関
係
な
ど
の
実
態
を

　

的
確
に
把
握
す
る
。

⑷
地
域
の
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

①
ふ
る
さ
と
学
習
や
環
境
学
習
等
の
体
験
学

　

習
で
の
地
域
の
教
育
力
の
活
用
を
推
進
す

　

る
。

②
ひ
ょ
う
ご
放
課
後
プ
ラ
ン
・
土
曜
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
学
習
事
業
等
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

　

に
関
わ
る
教
育
活
動
へ
の
地
域
住
民
の
学

　

校
（
園
）
教
育
へ
の
幅
広
い
参
画
を
促
進

　

す
る
。

③
児
童
生
徒
へ
の
登
下
校
指
導
と
共
に
保
護

　

者
や
地
域
住
民
と
連
携
・
協
力
し
た
登
下

　

校
の
安
全
確
保
（
見
守
り
活
動
）
の
充
実

　

を
図
る
。

特集　かみかわの教育

高齢者との交流
寺前幼稚園

食育いずみ会
神崎幼稚園

ペッパー社会貢献プログラムを
活用したプログラミング教育
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社会教育の
推進

かみかわの教育　特集

生
涯
学
習
の
学
び
の
支
援

基
本
方
針
４

実
践
目
標

⑴
人
権
文
化
の
根
づ
く
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

　

を
推
進
す
る

⑵
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
機
会
の
提
供
を
推

　

進
す
る

⑶
歴
史
文
化
遺
産
の
保
護
活
用
と
次
世
代
へ

　

の
継
承
を
推
進
す
る

具
体
的
実
践
項
目

⑴
人
権
文
化
の
根
づ
く
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

　

を
推
進
す
る

①
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

　

め
ざ
し
、
人
権
意
識
を
育
て
る
取
組
を
進

　

め
る
。

　

・ 

毎
月
11
日
は「
人
権
を
た
し
か
め
る
日
」 

　
　

の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進

　

・ 「
地
区
別
人
権
教
室
」（
７
月
～
11
月
）

　
　

の
充
実

　

・
町
人
権
文
化
推
進
員
の
研
修
の
実
施
、

　
　

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
育
成

　

・
人
権
啓
発
講
演
会
（
2
月
11
日
）
の
開
催

　

・
町
人
協
指
定
、
人
権
教
育
実
践
発
表
会

　
　

を
長
谷
小
学
校
、
長
谷
幼
稚
園
で
開
催

　
　
（
10
月
26
日
）

　

・
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会

　
　
（
12
月
1
日
）
の
開
催

　

・
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
、
人
権
文

　
　

集「
か
み
か
わ
の
子
」発
行
、「
人
権
み
ー

　
　

つ
け
た
心
の
窓
写
真
展
」
開
催
等
の
取

　
　

組
に
よ
る
人
権
の
大
切
さ
の
啓
発

②
人
権
学
習
支
援
事
業
（
杉
の
子
学
級
、
神

　

崎
小
ふ
れ
あ
い
教
室
、寺
小
っ
子
体
験
塾
）

　

に
取
り
組
み
、人
権
意
識
の
深
化
を
図
る
。

⑵
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
機
会
の
提
供
を
推

　

進
す
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①

－

１
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組
の
推
進

　

・
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
楽
し

　
　

く
体
を
動
か
す
取
組
の
推
進

　

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
を
中
心
に
各
種

　
　

活
動
や
大
会
の
実
施
と
研
修

　

・「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

　
　

2
0
2
1
関
西
」
開
催
に
向
け
、
生

　
　

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
機
運
醸
成
を
図
る
。

  　
〈
高
原
ウ
ォ
ー
ク
（
8
月
11
日
）・
ロ
ー

　
　

プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
＆
ア
ジ
ャ
タ
大
会

　
　
（
11
月
23
日
）・
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

　
　
（
1
月
27
日
）・
扁
妙
の
滝
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　

グ
（
2
月
3
日
）
等
〉

　

・
各
種
団
体
と
の
連
携
強
化
、
体
育
協
会

　
　

や
青
少
年
育
成
団
体
、
各
ク
ラ
ブ
の
事

　
　

業
の
支
援

　

・「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
」
の
継
続

①

－

２
体
育
施
設
の
活
用
推
進
と
整
備
改
善

　

・
は
に
お
か
運
動
公
園　

　

・
町
民
体
育
館

　

・
町
民
温
水
プ
ー
ル　
　

　

・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

・
神
崎
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

・
す
ぱ
ー
く
神
崎

家
庭
・
地
域
を
支
え
る
教
育
施
策

②

－

1
家
庭
・
地
域
を
支
え
る
教
育
施
策
の

　
　
　

推
進

　

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
学
童
保
育
ク
ラ

　
　

ブ
の
充
実

　

・
地
域
の
乳
幼
児
か
ら
児
童
ま
で
の
子
育

　
　

て
支
援
拠
点
事
業
の
充
実

　

＊
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実

　
　

お
ひ
さ
ま
教
室
、
子
育
て
相
談
、
子
育

　
　

て
情
報
の
提
供
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
あ

　
　

お
ぞ
ら
図
書
館
、
講
演
会
等

　

＊
児
童
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
館
」
事
業

　
　

の
充
実

　
　

あ
お
ぞ
ら
図
書
館
、図
書
管
理
、き
ら
っ

　
　

と
応
援
団
（
子
育
て
支
援
応
援
団
）、

　
　

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
・
家
庭
教
育
学
級
の

　
　

充
実    

　

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進

　

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
英
語
教
室
・
か
み
か

　
　

わ
お
も
し
ろ
体
験
塾
の
推
進

②

－

2
施
設
の
活
用
推
進
と
整
備
改
善

　

・
児
童
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
館
」
の
活

　
　

用
推
進
と
整
備
改
善　
　
　
　
　
　
　

　

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
の
活
用
推
進
と

　
　

整
備
改
善

地区別人権教室

神河マラソン大会

サマーフェスティバル
きらきら館
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青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

③
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連 

　

携
や
協
力
の
も
と
に
青
少
年
の
健
全
育
成

　

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

　

・
青
少
年
育
成
事
業
の
推
進

  　

＊
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会

　
　
　
（
12
月
1
日
）
実
施

　
　

＊
講
演
会
実
施

　
　

＊
万
引
き
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集

　
　
　

と
掲
示

  　

＊
成
人
式
事
業
〈
二
十
歳
の
集
い
（
1

　
　
　

月
13
日
）
実
行
委
員
会
の
企
画
・
準

　
　
　

備
・
実
施
へ
の
支
援
〉

　

・
青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
て
、
関
係

　
　

機
関
と
の
連
携
や
協
力
の
強
化

 　

 

＊
学
校
、
町
補
導
委
員
会
、
郡
補
導
セ

　
　
　

ン
タ
ー
と
の
連
携
協
力
と
研
修

 　

 

＊
町
内
巡
回
補
導
や
列
車
補
導
等

 　

 

＊
住
民
へ
の
広
報
活
動
等

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

④

－

１
「
神
河
や
ま
び
こ
学
園
」
事
業
の
充

　
　
　

実
を
図
る
。

　

・「
神
河
や
ま
び
こ
学
園
」
年
間
活
動
計

　
　

画
を
作
成
し
、
活
動
内
容
の
充
実
と
、

　
　
「
神
河
や
ま
び
こ
学
園
」
の
広
報
活
動

　
　

の
充
実

　

・「
神
河
や
ま
び
こ
学
園
」
で
の
山
村
留  

　
　

学
生
受
け
入
れ
事
業
の
推
進

　

・
食
と
農
の
自
然
学
校
等
の
事
業
の
推
進

　

 

・ 

公
益
財
団
法
人
「
育
て
る
会
」
と
連
携
・

　
　

協
力
を
し
た
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

の
充
実

　

・
山
村
留
学
推
進
委
員
会
、
農
家
会
議
、

　
　

区
長
会
と
の
意
見
交
流
会
の
定
期
的
な

　
　

開
催

④

－

2
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
の
活
用
推

　
　
　

進
と
整
備
改
善
を
図
る
。

公
民
館
事
業
の
推
進

⑤

－

１
魅
力
あ
る
公
民
館
事
業
を
創
造
し
、

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
や
体
験
の

　

機
会
を
提
供
し
、
支
援
す
る
。

　

・
魅
力
あ
る
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
事
業
の
推
進

　
　

＊
教
養
講
座
、
趣
味
講
座
、
講
演
会
等

　

・
生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
民
館

　
　

教
室
事
業
の
推
進

　
　

＊
成
人
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
古
文
書
教
室
、

　
　
　

英
会
話
教
室
、パ
ソ
コ
ン
教
室
、フ
ォ

　
　
　

ト
教
室
等

　

・
公
演
事
業
の
充
実

　
　

＊
落
語
会
及
び
宝
く
じ
助
成
文
化
芸
術

　
　
　

公
演

　

・
各
文
化
芸
術
団
体
を
支
援
、
ふ
る
さ
と

　
　

文
化
祭
事
業
（
作
品
展
、芸
能
発
表
会
）

　
　

の
充
実

　

・
町
美
術
展
事
業
の
充
実

　

・
ロ
ビ
ー
展
の
充
実

　

・
図
書
館
運
営
事
業
の
充
実

　

・
社
会
教
育
委
員
会
や
公
民
館
運
営
審
議

　
　

会
の
会
議
や
研
修
の
充
実

⑤

－

2
施
設
の
活
用
推
進
と
整
備
改
善
を
図
る
。

　

・
中
央
公
民
館
活
用
の
推
進
と
整
備
改
善

　

・
神
崎
公
民
館
活
用
の
推
進
と
整
備
改
善

⑶
歴
史
文
化
遺
産
の
保
護
活
用
と
次
世
代
へ

　

の
継
承
を
推
進
す
る

①
神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
事

　

業
を
推
進
す
る
。

　

・
指
定
文
化
財
の
保
護
保
存
と
活
用
の
公
開

　

・
歴
史
史
料
の
収
集
調
査
研
究

　
　
（
町
史
編
纂
に
向
け
て
）

　

・「
神
河
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
」「
神
河

　
　

町
歴
史
文
化
保
存
活
用
計
画
」
に
基
づ

　
　

い
た
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
と

　
　

次
世
代
へ
の
継
承

　
　

※
児
童
生
徒
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の

　
　
　

支
援

　
　

※
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
生
涯
学

　
　
　

習
事
業
と
の
連
携

　
　

※
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
で

　
　
　

の
取
組
へ
の
支
援

　

・「
銀
の
馬
車
道　

鉱
石
の
道
」
日
本
遺

　
　

産
認
定
を
契
機
と
し
た
、
歴
史
文
化
を

　
　

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
取
組
と

　
　

の
連
携

人権・青少年健全育成合同大会

かみかわおもしろ体験塾

歴史ウォーク福本遺跡まつり
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高
齢
期
移
行
者
、
重
度

障
害
者
、
乳
幼
児
等
、
母

子
家
庭
等
及
び
高
齢
重
度

障
害
者
の
各
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
は
、
7
月
1
日

か
ら
新
し
く
な
り
、
現
在

お
持
ち
の
受
給
者
証
（
有

効
期
間 

平
成
30
年
6
月

30
日
ま
で
・
サ
ー
モ
ン
ピ

ン
ク
色
）
は
使
え
な
く
な

り
ま
す
。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

平
成
29
年
中
の
所
得
で
判

定
を
行
い
ま
す
。
引
き
続

き
該
当
さ
れ
る
方
に
は
受

給
者
証(

一
部
申
請
依
頼)

を
、
非
該
当
に
な
る
方
に

は
そ
の
旨
の
通
知
を
6
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
以
前
に

非
該
当
に
な
り
新
た
に
該

当
さ
れ
る
方
、
初
め
て
助

成
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

方
は
、
住
民
生
活
課
で
の

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

対象者 65歳以上69歳以下で一定の所得以下を基本として、身体的理由等により日常生活に支障がある特別な配慮が必要な方

区　分 負担
割合

自己負担限度額（月額） 所　得　制　限外　来 入院等

低所得者
Ⅰ

２割
※（１割） ８，０００円 １５，０００円 市町村民税非課税世帯で、世帯全員に所得がない方

（年金収入80万円以下かつ所得なし）

低所得者
Ⅱ ２割 １２，０００円

※(８，０００円)
   ３５，４００円

※(２４，６００円)
市町村民税非課税世帯で、本人の年金収入を加えた
所得が80万円以下であり、かつ日常生活動作が自立
していないとされている方（要介護2以上）

高齢期移行者医療費助成制度　※ (　) 内は誕生日が昭和 24 年 6 月 30 日以前の方

重度 ( 高齢重度 ) 障害者医療費助成制度

乳幼児等医療費助成制度　★平成 30 年 7 月 1 日から助成範囲を高校生等まで拡大します★

母子家庭等医療費助成制度

※外来は、１医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
※長期入院（連続して３か月を超えた場合）は、４か月目以降の自己負担金はありません。 
※重度障害者のうち、７０歳から７４歳までの方は、高額療養費の調整ができないので受給者証を発行せず、申請していただくこと
　により助成分を現金でお支払いします。領収書・印鑑・預金通帳をご持参のうえ、申請手続きをしてください。
※精神疾患の入院・通院の治療については、この受給者証は使えません。

※ 1　受給資格についての所得制限はありませんが、平成 30 年 1 月 2 日以降転入された方、保護者又は扶養義務者が他市町で課税
　　　されている場合は、平成 30 年度所得課税証明書の提出が必要です。

※外来は、医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
※長期入院（連続して３か月を超えた場合）は、４か月目以降の自己負担金はありません。

（別表1）母子家庭等の所得制限

対象者
身障手帳１級・２級の方

療育手帳A判定の方
精神障害者保健福祉手帳１級の方

高齢重度障害者医療費助成制度は、
後期高齢者医療に加入されている方

区　分 自己負担金　 所　得　制　限外　来 入　院

一　　般 ６００円 ２，４００円 本人、配偶者、扶養義務者の市町村民税所得割税額が23万5
千円未満の方

低所得者 ４００円 １，６００円
受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金
収入80万円以下、もしくは年金収入を加えた所得が80万円
以下の方

対象者 　０歳児から高校３年生までの乳幼児・児童等

区　　　　分 自己負担額 所　得　制　限外　　　来 入　　　院
０歳～高校３年生 な　し な　し 所得制限なし（※１）

対象者 18歳に達する年度末まで、または20歳未満で高校等在学中の児童・遺児とその母、父等監護者

区　分 自己負担金　 所　得　制　限外　来 入　院

一　　般 ８００円 ３，２００円 母、父、扶養義務者、または養育者の所得が下記の別表1の所得制限
内である方

低所得者 ４００円 １，６００円 受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金収入80
万円以下、若しくは年金収入を加えた所得が80万円以下の方

母
子
家
庭
等

扶養親族
等の数

母等扶養義務者
限  度  額  （円）

0 1,920,000 
1 2,300,000 
2 2,680,000 
3 3,060,000 
4 3,440,000 

※限度額・・・収入 ( 養育費含む )
　から必要経費を除いた所得から児童
　扶養手当法に基づく控除額を除いた額

　

新
た
に
受
給
者
と
な
る
高
校
生

等
の
保
護
者
あ
て
に
5
月
上
旬
に

交
付
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
が
ま
だ
の
方
は
早

急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
等
で
、
重
度
障
害
者
・

母
子
家
庭
等
の
受
給
者
証
が
発
行

さ
れ
る
方
の
医
療
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
請
に
よ
り
自
己
負
担
金

を
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

　　

学
校
管
理
下
（
幼
稚
園
・
保
育

所
等
含
む
）
に
お
け
る
災
害
共
済

給
付
を
対
象
と
し
た
（
独
）
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
の
適

用
と
な
る
場
合
、
精
神
疾
患
の
入

院・通
院
の
治
療
、
自
立
支
援
医
療・

育
成
医
療
等
に
よ
り
他
の
医
療
費

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
こ
れ
ら
の
受
給
者
証
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課　

３
４

－

０
９
６
２

受
給
者
証
の
更
新
時
期
で
す(

郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す)　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度 

受
給
者
の
皆
様
へ
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農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ　

＝
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
に
＝

売
買
す
る
場
合

農
業
振
興
地
域
（
農
振
）
の
場
合

は
転
用
が
で
き
ま
せ
ん
！

次
の
内
容
を
審
議
し
ま
す

現
地
調
査
実
施

３
条
の
許
可
書
交
付

申
請
月
の
翌
月
20
日
前
後

転
用
許
可
書
が

　
　
　
交
付
さ
れ
る
ま
で

転
用
で
は
な
く
て
も
、
次
の
場

合
は
農
業
委
員
会
へ
届
出
を
！

転
用
の
申
請
に
は
2
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す

転
用
す
る
場
合

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
す
る

と
き
に
は
、
農
地
法
第
３
条
の
許

可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
ず

に
行
っ
た
売
買
は
法
律
的
に
無
効

で
あ
り
、
所
有
権
移
転
の
登
記
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

農
業
振
興
地
域
（
農
振
）
制
度

と
は
、
総
合
的
に
農
業
振
興
を
図

る
た
め
に
、
農
業
に
か
か
る
公
共

投
資
や
農
業
に
関
す
る
施
策
を
計

画
的
に
推
進
し
て
い
く
地
域
を
指

定
す
る
制
度
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
ほ
場
整
備
や
客
土

工
事
が
さ
れ
た
土
地
な
ど
は
、
す

べ
て
農
振
に
指
定
さ
れ
た
農
用
地

（
田
・
畑
・
果
樹
園
な
ど
）
と
な
り
、

こ
の
土
地
は
転
用
し
て
農
業
以
外

の
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
経
済
事
情
の
変
動
、

そ
の
他
情
勢
の
変
化
に
よ
り
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、
転
用
手
続
き

の
前
に
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外

を
申
請
し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
転
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
自
分
の
所
有
す
る
農
地
を
転
用

　

す
る
場
合
は
農
地
法
第
4
条
申
請

②
他
人
名
義
の
土
地
を
買
っ
た
り 

　

借
り
た
り
し
て
転
用
す
る
場
合

　

は
農
地
法
第
5
条
申
請

①
申
請
地
の
位
置
や
計
画
面
積
の

　
妥
当
性

②
申
請
目
的
実
現
の
確
実
性

③
被
害
防
除
及
び
公
害
の
未
然

　
防
止

④
他
法
令
と
の
十
分
な
調
整

　

書
類
審
査
だ
け
で
は
な
く
、
申

　

請
さ
れ
た
土
地
の
全
て
に
つ
い

　

て
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

● 

自
分
名
義
の
農
地
に
、
自
分
の

　

農
業
活
動
を
実
施
す
る
の
に
必

　

要
な
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用

　

倉
庫
な
ど
を
作
る
と
き

● 

田
か
ら
畑
へ
、
農
地
の
形
状
を

　

変
え
て
利
用
す
る
と
き

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅

用
地
、
資
材
置
場
な
ど
に
用
途
を

変
更
す
る
こ
と
で
す
。
必
ず
事
前

に
転
用
申
請
を
し
て
、
農
業
委
員

会
の
審
議
を
経
て
、
県
知
事
の
許

可
を
得
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

農
地
は
、
私
た
ち
の
食
料
の
生

産
に
必
要
な
大
切
な
資
源
で
す
。

優
良
な
農
地
を
守
る
た
め
、
農
地

移
動
に
は
、
農
地
法
で
一
定
の
規

制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
、
贈

与
、
貸
借
等
を
す
る
場
合
や
農
地

を
住
宅
、
駐
車
場
、
資
材
置
場
等

に
転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
の

許
可
が
必
要
で
す
。

毎
月
５
日
ま
で
に
申
請
を

農
業
委
員
会
で
審
議（
毎
月
21
日
）

県(

又
は
国)

で
審
査
・
決
定

４
条
・
５
条
の
許
可
書
交
付

農
地
の
売
買
・
転
用
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

問
合
せ　
地
域
振
興
課　

農
林
業
係　

３
４

－

０
９
６
０

非
農
地
証
明
願
が
交
付
さ
れ

れ
ば
、
転
用
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

　

土
地
登
記
簿
の
地
目
は
、

田
ま
た
は
畑
で
あ
る
が
、
土

地
の
状
態
が
20
年
以
上
前
か

ら
田
畑
で
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
場
合
で
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
非
農
地
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
証
明
書
が
あ
れ
ば
、
地

目
変
更
の
登
記
が
で
き
ま
す

の
で
、
転
用
申
請
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2018. 6  広報かみかわ



10広報かみかわ 2018. 6

町からのお知らせ
行政情報

神河町議会議員選挙結果
総務課　☎ 34 ｰ 0001問合せ

行政情報 町からのお知らせ

　任期満了に伴う神河町議会議員選挙を 4 月 17 日に告示し、4 月 22 日に執行しました。
　告示日の翌日から町内 3 か所の期日前投票所（本庁舎・神崎支庁舎・センター長谷）で期日前投票を
受け付けたところ、本庁舎で 1,247 人、神崎支庁舎で 2,587 人、センター長谷で 194 人、合計 4,028
人の方々が投票をされました。
　また、投票日当日には町内 11 か所に投票所を設置し、午前 7 時から午後 8 時まで投票を受け付けました。
当日有権者数は、全体で 9,859 人、投票総数は 7,811 人、投票率は 79.23％の結果となりました。
　午後 8 時に投票を締め切った後、引き続き午後 8 時 56 分から開票事務と選挙会を合同して開催し、当
選人を決定、翌日の 23 日には、当選人に対し当選証書の附与を行いました。
　投票区別の投票状況は、以下のとおりです。

　候補者別の得票数等（有効投票は 7,732 票、無効投票は 79 票）は、次のとおりです。（敬称略・得票数順）
　なお、当選された新しい議員の任期は、平成 30 年 5 月 1 日から平成 34 年 4 月 30 日までの 4 年間となります。

神河町議会議員（現職 10 人、新人 6 人）が立候補！

《投票区別投票状況》…期日前投票を含む。

新議員決まる

投票区 区　　名 有権者数 投票者数 投票率（％）
1 新田・作畑 150 130 86.67

2 大畑・越知 484 416 85.95

3 岩屋・根宇野 505 433 85.74

4 山田・中村・粟賀町・福本
加納・東柏尾・吉冨 3,339 2,619 78.44

5 杉・大山 451 374 82.93

6 猪篠 350 302 86.29

7
貝野・しんこうタウン・寺野
柏尾・新野・野村・比延・寺前

鍛治・大河・上岩・高朝田
3,212 2,430 75.65

8 宮野・南小田 473 376 79.49

9 上小田 180 138 76.67

10 川上 165 134 81.21

11 大川原・本村・赤田・重行
為信・峠・栗・渕 550 459 83.45

計 9,859 7,811 79.23

氏　　　名 得　票　数 党派・新現の別
1 吉岡嘉宏 760 票 無所属・新

2 安部重助 727 票 無所属・現

3 澤田俊一 697 票 無所属・新

4 三谷克巳 646 票 無所属・現

5 小島義次 549 票 公明党・新

6 藤原裕和 546.281 票 無所属・現

7 松山陽子 495 票 無所属・現

8 藤原日順 460.079 票 無所属・現

氏　　　名 得　票　数 党派・新現の別
9 藤森正晴 441 票 無所属・現

10 納良幸 434 票 無所属・現

11 小寺俊輔 429 票 無所属・現

12 栗原 哉 425 票 無所属・新

森川　實 411 票 無所属・新

小林和男 326 票 無所属・現

藤原資広 272.639 票 無所属・現

上森三郎 113 票 無所属・新
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児童手当の現況届を提出
してください

『交通安全優良運転者表彰』
申請のご案内

住民生活課　☎ 34 ｰ 0962 住民生活課　☎ 34 ｰ 0962問合せ 問合せ

6 月分以降の児童手当等を受けるには
現況届が必要です！

　現況届は、毎年 6 月 1 日の状況を把握し、6 月
分以降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童の
監督や保護、生計同一関係など）を満たしているか
どうかを確認するためのものです。児童手当受給
中の方が、6 月以降も手当を継続して受給するには、
現況届の提出が必要です。
　対象の方には、6 月上旬に案内をお送りしますの
で、6 月 29 日（金）までに住民生活課へご提出く
ださい。提出がない場合には、6 月分以降の手当が
受けられなくなりますので、ご注意ください。

【現況届に必要な添付書類】
　・請求者が被用者（会社員など）の場合
　　…健康保険被保険者証の写し

行政情報 町からのお知らせ行政情報 町からのお知らせ

①交通安全協会の会員で、下表の運転年数がある方。
②過去に禁錮以上の刑を受けたことのない方。
③申請開始日（6 月 1 日）から過去 5 年間に道路
　交通法違反により刑事処分または反則行為により
　処分を受けたことのない方。
④銀賞は、銅賞受賞者でその後引続いて自動車の運
　転に従事し、受賞後 3 年を経過している方。
⑤金賞は、銀賞受賞者でその後引続いて自動車の運
　転に従事し、受賞後 3 年を経過している方。

　平成 30 年度交通安全優良運転者表彰の申請時期と
なりました。この表彰は、県及び郡の表彰規定に基づ
き行われるもので、下表の基準に該当する方に贈られ
ます。

①「無事故・無違反証明書」　②「運転免許証」（コピ－）
　①の「無事故・無違反証明書」は、払込取扱票（1
　通／ 630 円）により、自動車安全運転センタ－
　兵庫県事務所から交付を受けます。交付に 2 週
　間程度かかりますので、交付請求は早めにお願い
　します。（ただし、証明の日付は 6 月 1 日以降の
　ものが必要）

申請書・払込取扱票は役場住民生活課、神崎支庁
舎にあります。

１. 表彰基準

２. 添付書類

３. 申請期日・・・6 月 20 日（水）

賞 の
種 類

運　転　年　数
営業車 自家用車 原付自転車

金 賞 15 年 20 年 30 年
銀 賞 10 年 15 年 20 年
銅 賞  5 年  8 年 10 年

平
成
30
年
度
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
更
新
交
付
申
請
手
続
き

に
つ
い
て

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
（
福
崎
保
健
所
）

地
域
保
健
課　

☎
２
２ｰ

１
２
３
４

問
合
せ

申
込
み

対　

象　

　
　

有
効
期
間
が
平
成
30
年
9
月

　

30
日
ま
で
有
効
の
特
定
医
療

　

費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
を

　

お
持
ち
の
方
で
、
平
成
30
年
10

　

月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給

　

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　
　
　
　

情
報
連
携
に
つ
い
て

　
　

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
平
成

　

30
年
度
の
更
新
申
請
時
よ
り
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
連
携
が

　

始
ま
り
ま
す
。
必
要
な
方
全
員

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
ご
提
出

　

い
た
だ
く
こ
と
で
、
申
請
に
必

　

要
な
添
付
書
類
の
一
部
を
省
略

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
に
よ
り
、 

 

一
部
省
略
で
き
る
書
類
】

　

・
世
帯
全
員
分
の
住
民
票　

　

・
市
民
税
課
税（
又
は
非
課
税
）

　
　

証
明
書

　

・
生
活
保
護
受
給
証
明
書

　
　
（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
の
み
）

　

※
た
だ
し
、
書
類
を
省
略
で
き

　
　

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

　
　

詳
し
く
は
申
請
窓
口
へ
お
問

　
　

合
せ
く
だ
さ
い
。

更
新
申
請
受
付
期
間

⑴
住
民
票
等
、
必
要
書
類
を
省
略

　

し
て
申
請
す
る
場
合

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
出
）

　

6
月
11
日（
月
）～
7
月
27
日（
金
）

⑵
住
民
票
等
、
必
要
書
類
の
一
部

　

を
省
略
せ
ず
提
出
す
る
場
合　

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
し
）

　

6
月
11
日（
月
）～
8
月
10
日（
金
）

※
9
月
28
日
（
金
）
ま
で
更
新
申

　

請
の
受
付
は
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
新
し
い
受
給
者
証
の

　

発
送
は
、
10
月
1
日
以
降
と
な

　

り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類

　
　

更
新
手
続
き
の
ご
案
内
は
、

　

更
新
受
付
開
始
日
ま
で
に
各
受
給

　

者
宛
に
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
（
案
内
が
更
新
受
付
開
始
日
ま

　

で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
窓
口

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

　

の
種
類
や
課
税
状
況
等
に
よ
っ

　

て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
中
播
福
祉
事
務

　

所
（
福
崎
保
健
所
）
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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法務省の名前を不正に
使用した「架空の訴訟案件
はがき」による詐欺商法
にご注意ください

消費者
問題

大好評！！
「コンポスト購入費助成事業」

　神河町では、ごみの分別・減量・資源化に取組ん
でいます。その取り組みの１つとして、町の指定す
る生ごみ処理容器（コンポスト）の購入費用の約
1/2 を助成しています。ご好評をいただき、昨年 5
月に受付を開始してから多くの方から申請がありま
した。あなたも始めてみませんか？

　全国的に、「法務省管轄支局民事訴訟管理セン
ター」、「法務省管轄支局国民訴訟通達センター」、「法
務省管轄支局民事訴訟告知センター」などと記載さ
れたはがきが送られています。
　このようなはがきが送られてきたら、絶対に相手
にしないでください。もし、はがきに記載の「お問
い合わせ相談窓口」等に
電話をすると、偽りの弁
護士会や弁護士の電話番
号に電話するようにしむ
けられ、その後金銭の支
払いを要求されます。

アドバイス
＊「法務省管轄支局」という組織の実体はなく、国
　の行政機関である「法務省」と一切関係はありま
　せん。
＊正式な裁判手続きの通知がはがきで来ることはあ
　りません。訴状は、「特別送達」と記載された、
　裁判所の名前入りの封書で直接手渡すことが原則
　となっており、郵便受けに投げ込まれることはあ
　りません。正式な裁判手続きの通知がはがきで来
　ることはないため、法務省などの名称を使い裁判
　について記載されたはがきは、全て詐欺です。
＊一度電話してしまうと、だまされやすい人間とし
　てリストに掲載され、何度もターゲットにされる
　可能性があります。
＊身に覚えのない訴訟案件に関するはがきを受け
　取った場合は、神崎郡消費生活中核センター（☎
　22-4977）にご相談ください。

①町内又は町外の店（ネット販売含む）で町の指定
するコンポストを購入②領収書と認印・振込先の通
帳を持って住民生活課の窓口へ行き、手続きをする
③町から個人の指定口座に振り込み

①認印を持って住民生活課の窓口へ行き、手続きを
する②交付された「助成券」を指定販売店に持参し
て、電動コンポストを購入する③町から指定販売店
に振り込み

問合せ　住民生活課　☎ 34-0963

指定コンポストの品名と耐用年数
＊助成台数は 1 世帯 1 台で、耐用年数期間内は
　再申請できません。

①木製コンポスト
（底あり）5 年

④釣鐘型
　コンポスト
　8 年

⑤ EM ぼかし
　コンポスト
　10 年

②木製コンポスト
（底なし）3 年

③電動コンポスト
10 年

申請手続き
A 購入費を立て替えた後で、助成金を受ける場合

Ｂ町内の指定販売店で購入する場合（電動コンポスト限定）

出
張
年
金
相
談
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
す
！

　

姫
路
年
金
事
務
所
に
よ
る
出
張
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
受
け
取
り
金
額
や
加
入
期
間
の
確
認
な
ど
、
年
金
に

関
す
る
こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課　

☎
３
４

－

０
９
６
２

年金
だより

ごみ
減　量

と　

き　

7
月
5
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
1
階
リ
ハ
ー
サ
ル
室

申
込
み　

予
約
が
必
要
で
す
。
6
月
27
日
（
水
）
ま
で
に　

　
　
　
　

住
民
生
活
課
（
☎
３
４

−

０
９
６
２
）

　
　
　
　

ま
た
は
健
康
福
祉
課
（
☎
３
２

－

１
２
２
２
）
ま
で

　
　
　
　
（
予
約
の
際
に
、
基
礎
年
金
番
号
が
必
要
で
す
。）

　
　
　
　
（
先
着
順
で
予
定
人
員
に
な
り
ま
し
た
ら
締
め
切

　
　
　
　

  

り
ま
す
。）

持
参
す
る
も
の

　

年
金
手
帳
・
年
金
証
書
、
印
鑑
、
年
金
定
期
便
等
の
書
類

　

及
び
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

　

※
代
理
人
の
方
が
相
談
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
委
任
状

家庭の生ごみを減らしましょう

生 活 No.26
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Ｋａｍｉｋａｗａ　Ｔｏｐｉｃｓ
ま ち の 話 題

越知川名水街道　春物語　自然薯入りコロッケ“自然薯とろッケ”などの神
河町 B 級グルメ、タケノコや山菜おこわなどの春
の味覚、まるしいたけなどの神河町のお米や野菜の
直売などがあり、ゴールデンウィークということで
たくさんのお客様で賑わっていました。

　越知川名水街道 春物語では自転車下りが行われ、
初心者からサイクリストまで多くの方が参加しまし
た。越知川沿いを下りながら、沿線の店舗や施設に
立ち寄って、ゆず入りコロッケ “ユズッケ”や米粉
のお好み焼き“米粉焼き”などの参加者特典グルメ
を楽しみました。
　同時開催のグリーンエコー笠形春祭りでは、こい
のぼりあげ体験や餅まきなどが開催され、多くの参
加者で賑わいました。

道の駅「銀の馬車道・神河」
春のイベント

5

4

/3

/15

ト
ラ
イ
や
る・ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
す
!

~ 

6
月
4
日（
月
）か
ら
6
月
8
日（
金
）ま
で ~

　

本
年
度
も
、
中
学
2
年
生
の
生
徒
が

地
域
で
お
世
話
に
な
る
「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

私
が
、
か
つ
て
勤
務
し
た
あ
る
中
学
校

で
の
出
来
事
で
す
。
そ
の
年
私
は
、
2
年

生
の
担
任
を
し
て
い
ま
し
た
。
例
年
の
ご

と
く
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
り
、

み
ん
な
元
気
に
活
動
し
ま
し
た
。
終
わ
っ

て
暫
く
し
て
か
ら
あ
る
お
母
さ
ん
が
私

に
「
先
生
聞
い
て
下
さ
い
。
う
ち
の
子
は

Ａ
会
社
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
朝
の
始
業

か
ら
夕
方
の
終
業
ま
で
1
日
中
ず
っ
と
草

引
き
を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
違
う
子

は
Ｂ
会
社
に
行
っ
て
色
々
な
所
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
様
々
な
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
と
て
も
充
実
し
た

5
日
間
を
過
ご
し
た
と
き
き
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
て
不
公
平

で
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
、

そ
の
お
母
さ
ん
の
お
話
を
し
っ
か
り
聞
い

て
か
ら
、「
お
母
さ
ん
、
そ
も
そ
も
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
目
的
は
職
業
体
験

だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
地
域
の
方
や
事

業
所
の
方
と
一
緒
に
労
働
す
る
こ
と
で
、

忍
耐
力
や
協
調
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
お
子
様
も
1
日
草
引
き

を
す
る
こ
と
で
心
の
成
長
が
図
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
よ
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
こ
そ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
的
も

加
味
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
目
的
の
中
心
は
「
心

の
教
育
」
で
す
。
今
年
も
神
河
中
2
年
生

1
0
2
名
が
、
学
校
生
活
だ
け
で
は
学

べ
な
い
、仕
事
の
厳
し
さ
や
喜
び
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
難
し
さ
、
忍

耐
力
、
協
調
性
等
々
、
人
と
し
て
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
を
学

び
に
１
週
間
地
域
に
出
か
け
て
行
き
ま

す
。

　

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
「
ト
ラ
イ
」

と
は
「
挑
戦
す
る
：
ト
ラ
イ
」
と
い
う
意

味
と
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
：

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
や
事
業
所

の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
い
て
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
社
会
的
自
立
に
向
け
て
よ
り
一

層
充
実
し
た
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
所
の
皆
様
に

は
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
快
く
生
徒

の
受
け
入
れ
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
地
域
の
方
々
に
は
い
つ
も

ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
何
か
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
多
い

か
と
思
い
ま
す

が
、
神
中
生
の

心
の
育
成
を
図

る
た
め
本
年
度

も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

神
河
町
立
神
河
中
学
校　
　

校
長　

楠
田　

敏
彦
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すこやか情報！
Health 6 月の保健事業

June  Calendar

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

1 日
( 金 )

すくすく相談
（乳幼児相談）

H28 年 5 月生まれ
H29 年 5 月 ･10 月生まれ
及び希望者

13：30
　～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

13 日
( 水 ) ４歳児相談 H26 年 4 月～ 6 月生まれ 13：30

　～ 14：00

22 日
（金）

乳児健診 H30.2/1 ～
　　  H30.3/31 生まれ

13：00
　～ 13：30

BCG 予防接種 H29.12/1 ～
　　  H30.1/31 生まれ

14：30
　～ 15：00

12日
（火） プレママ Café 妊婦と生後 6 カ月の

お子様の保護者
  9：30
   ～   9：40

き
ら

き
ら
館

12 日
( 火 )

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 一　般　住　民   9：00

　～ 11：30
神
崎
支
庁
舎

健康福祉課　☎ 32 ｰ 2421

H29年度学童期の肥満児出現率をお知らせします！
上岩地区　本村地区　山田地区の 3 集落です。
　健康づくりの意識向上のため、受診
率上位の集落に、血圧計を贈呈して活
用してもらっています。今年度で 40
集落中 18 集落に贈呈することができ
ました。血圧計は公民館に設置しても
らいますので、健康管理にご活用して
ください。
　健診を受けている人に比べ、受けて
いない人は、生活習慣病（高血圧・心
疾患・高脂血症・糖尿病など）の医療
費が 2 倍多くかかっています。（国民
健康保険医療費）
　ご自身の健康・みんなの健康づくり
のため、声をかけ合い健診を受けま
しょう。今年度健診受診率平均は約
41% です。受診率 60％をめざしま
しょう。

小学校5年生（現6年生）の肥満児は郡内で1番多い
　栄養の偏りや不規則な食事、朝食の欠食などは、小児肥満だけ
でなく、思春期における痩せの増加、生活習慣病の増加につなが
り生涯にわたる健康への影響があります。朝ごはんをしっかり
とって、活動を始める前に、エネルギー補給をしておきましょう。

Ｈ 29 年度特定基本健診受診率 

上位集落への血圧計贈呈地区

　歯と口は健康に生きていく力を支えるもので
す。歯を失う大きな原因の歯周病はさまざまな
病気に影響するため、歯周病予防が生活習慣病
を防ぐことにもつながります。
　この機会に一度、自分の歯やお口全体を見直
し、生涯を通じた 8020 運動（80 歳まで 20
本の歯を保とう）を推進しましょう。
　神河町の方は、食べる速度が速いと感じてい
る人が多いです。自分の歯で 1 口 30 回かむよ
うに心がけましょう。
かみかわのキャッチフレーズ
　かめばかむほど元気なからだ
～残った歯が多いほど健康寿命は延びます～

歯と口の健康週間：6 月 4 日（月）～ 10 日（日）
「おいしい」と　「元気」を支える　丈夫な歯

元気の素、いただきます！！

～野菜を食べよう！～

シャキシャキ野菜のもずく酢サラダ
　　　　　　　　　　　 　（２人分）

【　材　料　】

【　作り方　】

・きゅうり　　　　　 30 ｇ
・たまねぎ 　　　　　20 ｇ
・海藻（乾燥）　　　　 2 ｇ
・蒸しサラダ豆　　　 40 ｇ

①海藻は水で戻し、大きければ食べやすい大きさに切る。
②きゅうりは千切りに、たまねぎは薄切りにする。
③ボウルに◎以外を入れよく混ぜる。
④器に盛り、◎をのせて完成。
　　　　　　　　　　～いずみ会栄養講座レシピより～

（1 人分の栄養価）　エネルギー　45kcal　

　　　　　　　　　たんぱく質　3.5 ｇ　塩分　0.4 ｇ

Cooking

～かみかわの食育～

・もずく酢（市販のもの）   25 ｇ
◎おろし生姜　　　　 　　  2 ｇ
◎白ごま　　　　　  小さじ 1/2

　夏本番を前に気温が上がる 6 月
　雨によって湿気が高まるため、カビが発生しやすく、
食中毒の発生の高い季節です。また、この湿気によって、
身体はだるさを感じやすくなります。酸味のある食材は、
新陳代謝を促し、消化を助ける働きもあるので、こころと
からだの健康効果が期待できます。

６月は
食育月間です

酸味パワーで梅雨を乗り切ろう！！
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公立神崎総合病院のコーナー hospital

Care
Station ケアステーションかんざきだより

☎ 32-1910
今日、何回抱っこしましたか？

～肌のふれあいから生まれる愛着関係～

　就学前児（小学生未満）の療育中の話です。
じっとしている事が苦手な A 君。ずっと走り
回っていますが、よく見ると遊びと遊びの間
に、お母さんの所に戻ってきて、抱っこして
もらい、またしばらくすると走りまわりはじ
めます。この光景をケアステスタッフは「充
電中」と呼んでいます。携帯電話を充電器に
おいて充電する様子によく似ているからで
す。
　このようなことは、A 君だけでなく、他の
子どもさんでもよく見られます。お母さんに
抱っこしてもらっている時の、子どもさんの
表情はとても安心した表情です。そして、「充
電」が完了すると、いきいきとした表情になっ
ています。私自身も、幼いころ母親に抱っこ
された時の母親のぬくもりや、におい、肌の
柔らかさを思い出すと、なぜか「ほっ」とし
た気持ちになります。親子の愛着関係が出来

ていると、親が子どもの安全基地となります。
たとえ失敗したり怖い事があっても、一旦親
のもとに帰ることで、子どもは様々な事に挑
戦できるようになっていくのです。
　認知症のケアの一つに「ユマニチュード」
という技法があります。「見る」「話す」「触
れる」「立つ」の「4 つの柱」を基本としたケ
ア法ですが、この方法を発達に特性のある子
どもたちに対しても行われているそうです。
目を合わせたり、肌に触れたりする事は、道
具もいらず、人とのふれあいの基本となるも
のです。安心感を与えたり、信頼感を得る方
法は、どの年代にも共通していることが分か
ります。
　私自身、忙しくて子どもと触れ合う時間が
少なくなってきて
いますが、短時間
でもいいので、「充
電」をしてきたい
と思っています。

☎ 32-1331

〇リハビリテーションの種類：医療・介護の現場で実施され
るリハビリテーションには、・理学療法・作業療法・言語聴
覚療法の３つがあります。
　国家資格を持った・理学療法士（PT）・作業療法士（OT）・
言語聴覚士（ST）が医師の指示のもと、失われた機能の回復と
生活を取り戻すための支援を目指します。

〇神崎総合病院のリハビリテーション専門家
・理学療法士

　理学療法の目的は運動機能の回復にありますが、日常生活の改善を図り、最終的には QOL（生
活の質）の向上を目指します。中枢神経疾患 ( 脳卒中や脊髄損傷など )・整形外科疾患 ( 骨折、
腰痛や変形性関節症 )・呼吸器疾患 ( 肺炎や慢性閉塞性肺疾患 )・小児疾患・ガンなどの悪性新
生物など幅広く対象としています。

　何らかの原因で寝返る、起き上がる、座る、立ち上がる、歩くなどの
動作が不自由になると、トイレに行けなくなる、着替えができなくなる
などの不便が生じます。誰しもこれらの動作を人の手を借りず、行いた
いと思うことは自然なことであり、日常生活の改善は QOL 向上の大切
な要素になります。病気、障害があっても住み慣れた街で、自分らしく
暮らしたいという一人ひとりの思いを大切にします。

こんにちは。リハビリテーション技術科です
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中央公民館　☎ 34-1450
神崎公民館　☎ 32-1681

公民館へ
行こ ！う

文 芸 欄

■開　講　式

■第１回教養講座
 　「サックスで巡る日本　歌の心」　高林ひろし 氏

神 河 シ ニ ア カ レ ッ ジ

6 月 21 日（木）
自治会館外研修　大阪方面

「住吉大社・海遊館」【事前申込要】
出発：中央公民館 8：15、神崎公民館 8：30

6 月 28 日（木）
教養講座「西郷どん」

歴史研究家　黒田　美江子
10:30 ～ 12:00　会場：神崎公民館 大ホール

成 人 ゼ ミ ナ ー ル

6 月 16 日（土）
「 砥峰高原の自然と神河町の大地 」

兵庫県自然保護指導員　日本地質学会員　橋元　正彦
13:30 ～ 15:00　会場：中央公民館 リハーサル室

６ 月  の  ロ  ビ  ー  展
中央公民館 フォトやまびこ展（やまびこ）
神崎公民館 さつき盆栽展（山田成信・山田定信）

平成 30 年度　神河シニアカレッジ
開講式・第１回教養講座 4 月 26 日 ( 木 ) グリンデルホール

　平成 30 年度の神河シニアカレッジの開講式にあたり、
上野県会議員・前田副町長ご臨席のもとで、入江教育長の
式辞をいただきました。

　町内外の多くの皆様に出展していただきますよう、ご案
内申し上げます。期日までに、作品づくりをお願いします。

期　間　9 月 7 日 ( 金 ) ～ 9 月 9 日 ( 日 ) 
会　場　神河町神崎公民館・神崎体育センター
部　門　日本画・洋画・書・写真・彫塑工芸

出品料　不　　要
搬　入　9 月 1 日（土）10：00 ～ 16：00
　　　　9 月 2 日（日）   9：00 ～ 11：00
 
表彰式　9 月 9 日（日）14：00 ～
 
主   催　神河町・神河町教育委員会
後   援　神河町議会・神崎郡美術協会・神河町文化協会
　　　　兵庫西農業協同組合・神河町商工会・
　　　　中はりま森林組合

～公募要項・出品申込書は中央公民館・神崎公民館まで～

　サックス奏者の高林ひろし先生の、ご当地ソングにまつ
わるお話と、しっとりとした歌心あふれる演奏をたっぷり
と楽しんだ 1 時間でした。シニアコーラスクラブの皆さん
も飛び入りで参加していただきました。

第 13 回 神河町美術展のお知らせ

第 8 回 かみかわ寄席 ～ 桂吉弥独演会 ～

日　時　7 月 29 日 ( 日 )
　　　　開場 13：30　開演 14：00
会　場　グリンデルホール
出演者　桂吉弥､ 桂ちょうば、桂團治郎
入場料　2,000 円 ( 当日は 500 円増 )
　　　　※全席自由席



17 2018. 6  広報かみかわ

　

　　
　お
すすめ図書（神崎

公
民
館
）

きらきら館（神河町中村 29）　問合せ　TEL 32 － 2410　
開 館 時 間　9：00 ～ 17：00　休館日　月曜日

おひさま☆きらきら通信

図書室へ行こう！中央公民館・神崎公民館

新刊図書のご案内
中央公民館

風は西から

　大手居酒屋チェーン『山背』に就職し、繁盛店の店
長となって張り切っていたはずの健介が突然、自ら命
を絶った。なぜ彼の辛さをわかってあげられなかった
のか―恋人の千秋は悲しみにくれながらも、同じく息
子の死の真相を知りたいと願う健介の両親と協力し、

「労災」の認定を得るべく力を尽くす。だが『山背』側
は、都合の悪い事実をことごとく隠し、証拠隠滅を
図ろうとするのだった。千秋たちはついに、
大企業を相手にとことん闘い抜くことを誓う。

　　　　　　　　　　　　  他 9 冊

ブラタモリ　9　
　　平泉 新潟 佐渡 広島 宮島
　　　  NHK ｢ブラタモリ｣ 制作班

悪だくみ　　　　　　　森　　　功

庭　　　　　　　　　　小山田浩子

凶犬の眼　　　　　　　柚月　裕子

玉村警部補の巡礼　　　海堂　　尊

デートクレンジング　　柚木　麻子

世界一シンプルで
　科学的に証明された究極の食事
　　　　　　　　　　　津川　友介

高架線　　　　　　　　滝口　悠生

温かな”さようなら”続・葬斂屋春秋
　　　　　　　　　　　辻井　康祐

葬斂屋春秋　　　　　　辻井　康祐

〇貸出  ・開館日の午前 9 時から午後 5 時まで　・各館ごとに 1 人 3 冊まで 2 週間
〇返却  ・3 館（中央公民館・神崎公民館・きらきら館）どこでも返却可　両公民館のみ開館日の午後 9 時 30 分まで（日曜・祝日は午後 5 時まで）
○図書館相互利用　姫路市・相生市・赤穂市・福崎町・神河町の図書館では、マイナンバーカードで本の貸出ができます。

されど愛しきお妻様　鈴木　大介

カットバック 警視庁 FC2　
　　　　　　　　　　今野　　敏

　　　　　　　　　　　  他 9 冊

風は西から　　　　　村山　由佳

津波の霊たち 3・11 死と生の物語
　　　リチャード・ロイド・パリー

にゃん！鈴江藩江戸屋敷見聞帳
　　　　　　　　　あさのあつこ

じっと手を見る　　　窪　　美澄

老い力　　　　　　　佐藤　愛子

魔力の胎動　　　　　東野　圭吾

5 時過ぎランチ　　　  羽田　圭介

あやかし草紙　
　　三島屋変調百物語伍之続
　　　　　　　　　　宮部みゆき

神崎公民館

著　者　村山由佳 / 発行所　幻冬舎

　きらきら館では、毎月第 2 土曜日に絵本の読み
聞かせの会を開催しています。
　幼稚園までのお友だちには、絵本やわらべうたを
中心に、幼稚園・小学生向けには素語りをしています。
　今月はどんなステキなおはなしに出会えるのかな？

場　所　きらきら館

場　所　きらきら館

場　所　大河内保健福祉センター 
対　象　子どもと保護者や祖父母の方
内　容　・親子で楽しくあそびます。
　　　　・6 月、7 月生まれのお友だちの
　　　　　お誕生会もあります。

6 月 8 日（金）10:00 ～

6 月 9 日（土）10:00 ～

『 ちょっとだけ水あそび 2 』
7 月 4 日（水）10:00 ～ 11：30

おはなしなあに？

おひさまタイム

トライやる中学生とあそぼう！ あそびにきてね！
おひさまルーム・なかよしルーム

場　所　大河内保健福祉センター 2 階
（神河町比延 5-2 　☎３４－０３１５）
利用時間 … 10：00 ～ 16：00
休 館 日 … 土曜・日曜・祝日　
　　　　　　　（警報発令時はお休みです）

※子育てグループ活動・体操教室は途中入会できます。
　問合せはきらきら館まで
※グループ活動・体操教室・あおぞら図書館の日程は
　くらしのカレンダーをご覧ください。

　『トライやる・ウィーク』で来ている神河中学校
2 年生と一緒にあそびませんか？　
　楽しいあそびを考え、みなさんがあそびに来てく
れるのをお待ちしています。どなたでもお気軽にご
参加ください。申し込みはきらきら館まで。
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総務課　　　         34 － 0001
ひと・まち・みらい課

34 － 0002
議会事務局　　 　34 － 0213
地域振興課　
　商工観光係　　 34 － 0971
　農林業係　　　 34 － 0960
教育課　　　　　 34 － 0212
住民生活課　　　 34 － 0962
税務課　　　　　 34 － 0961
建設課　　　　　 34 － 0964
上下水道課　　　 34 － 0966
会計課　　　　　 34 － 0968
　神崎支庁舎
健康福祉課　　　 32 － 2421
　ケーブルテレビ局舎
情報センター　　 32 － 2752
　大河内保健福祉センター
地籍課　　　　　 34 － 0965
　その他
中央公民館　　　 34 － 1450
神崎公民館　　　 32 － 1681
センター長谷　　 35 － 0001
公立神崎総合病院
　　　　　　　　 32 － 1331

夏
休
み
中
の
「
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

補
助
員
」
募
集
！

　

夏
休
み
中
に
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

に
通
う
児
童
の
生
活
支
援
を
行
う

補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤 

務 

日

　

日
曜
日
・
8
月
13
日
～
15
日
を

　

除
く
毎
日
（
7
月
21
日
～
8
月

　

31
日
）

　

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
勤

　
　

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

勤
務
時
間

　

午
前
の
部　

　
　

午
前
7
時
45
分

　
　
　

～
午
後
１
時（
昼
食
持
参
）

　

午
後
の
部　

　
　

午
後
0
時
45
分

　
　
　

～
午
後
6
時
15
分

募
集
人
員　

十
名
程
度

勤
務
場
所

　

神
崎
小
学
校
・
寺
前
小
学
校
敷

　

地
内
の
学
童
ル
ー
ム

賃　
　

金

　

時
給
9
0
0
円

　
（
交
通
費
別
途
支
給
）

採
用
条
件

　
　

資
格
不
問
。
子
ど
も
と
接
す

　

る
こ
と
に
情
熱
が
あ
り
、
健
康

　

な
方
。

1
I N F O R M A T I O N

くらしの情報

本庁・神崎支庁舎の開庁時間
祝日を除く月曜日から金曜日

午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
  

日曜証明窓口（支庁舎のみ）
12 月 29 日から 1 月 3 日を除く毎週日曜日

午前 9 時から午後 5 時まで

取 扱 業 務
住民票の写し・住民票記載事項証明書・

印鑑登録証明書・印鑑登録証の引き換えの交付
所得・課税証明書・軽自動車税納税証明書の交付・

公金の収納（税務課・担当課への確認が
               必要な場合は除きます。)

　

防
署
、
消
防
分
署
及
び
消
防
出

　

張
所

問
姫
路
市
消
防
局　

消
防
・
救
急
課

　

救
急
担
当
：
内
田
、
芦
田

　

☎
0
7
9

－

2
2
3

－

9
5
5
5

第
27
回
神
河
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

　

神
河
町
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
第

27
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
6
月
30
日
（
土
）

場
粟
賀
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

対
町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
、

　

ま
た
は
出
身
者

定
1
2
0
名
程
度

費
１
１
，０
０
０
円

　
（
メ
ン
バ
ー
は
１
０
，０
０
０
円
）

　

セ
ル
フ
プ
レ
ー
代
、
昼
食
、
会
食
、

　

賞
品
、
大
会
参
加
費
を
含
む

競
技
方
法　

　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

　

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式

申
6
月
10
日
（
日
）
ま
で
に
粟
賀

　

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ

　

Fax
（
３
２

－

１
６
２
６
）
で

問
☎
３
２

－

１
６
２
１

　

１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

　

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
発
行
サ
ー

ビ
ス
の
一
時
停
止
に
つ
い
て

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ト
ア
で
の

各
種
証
明
書
の
発
行
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
本
庁
舎
及
び
神
崎

支
庁
舎
で
の
発
行
は
可
能
で
す
の
で
、

各
種
証
明
書
が
必
要
な
方
は
窓
口
で

の
発
行
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
6
月
1
日
（
金
）　

　

午
前
6
時
半
～
正
午
ま
で

問
住
民
生
活
課　

　

☎
３
４

－

０
９
６
２

中
播
消
防
署
か
ら

　
　
　

火
災
予
防
の
お
願
い

　
　

今
年
に
入
り
中
播
消
防
署
管

　

轄
区
域
内
に
て
【
野
焼
き
・
焚

　

き
火
】
が
原
因
の
火
災
が
多
発

　

し
て
い
ま
す
。

　
　

原
則
と
し
て
、
廃
棄
物
の
屋

　

外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い

　

ま
す
が
、
農
業
者
が
行
う
野
焼

　

き
な
ど
は
例
外
と
さ
れ
て
お
り
、

　

草
な
ど
焼
却
を
さ
れ
る
方
が
お

　

ら
れ
ま
す
。
草
な
ど
を
焼
却
さ

　

れ
る
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
注

募
　
　
集

お
知
ら
せ

i

時

費 定 他

場 対
主 内 講

申

問

郵 Ｔel
Fax ＨＰ 窓

先 抽

主体・主催 内容 講師

申込み（

）
問合せ   ☎ 電話番号    Faxファックス番号
HP ホームページ　Mail E-mail　

郵便で 電話で
ファクスで ホームページから 窓口で
先着順 定員超過の場合は抽選

日時

費用 定員 その他

ところ 対象
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受
け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

　

獲
に
も
原
則
的
に
必
要
で
す
。

免
許
の
種
類

　

･
網
猟
（
主
に
鳥
類
）

　

･
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

　

･
第
一
種
銃
猟

　
　
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

　

･
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

試
験
の
日
程
と
場
所

　

１
回
目

　

◇
申
込
期
間

　
　

6
月
4
日
（
月
）

　
　
　

～
6
月
22
日
（
金
）

　

◇
知
識
･
適
性
・
技
能
試
験

　
　

日
及
び
場
所

　
　

7
月
20
日
（
金
）
姫
路
市

　
　

7
月
28
日
（
土
）
神
戸
市

　
　

8
月
4
日
（
土
）
淡
路
市

　
　

8
月
11
日
（
土
）
養
父
市

　

※
淡
路
市
・
養
父
市
は
「
網
猟

　
　

試
験
」
と
「
わ
な
猟
試
験
」

　
　

の
み
実
施

　

２
回
目

　

◇
申
込
期
間

　
　

7
月
23
日
（
月
）

　
　
　

～
8
月
14
日
（
火
）

　

◇
知
識
･
適
性
･
技
能
試
験

　
　

日
及
び
場
所

　
　

9
月
3
日
（
月
）
神
戸
市

　
　

9
月
8
日
（
土
）
三
田
市

　
　

9
月
15
日
（
土
）
姫
路
市

問
各
県
民
局
森
林
課
又
は
農
政
環

　

境
部
鳥
獣
対
策
課

　

☎
0
7
8

－

3
6
2

－

3
4
6
3

初
心
者
狩
猟
講
習
会
の
ご
案
内

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
一
般
社
団
法
人
兵

庫
県
猟
友
会
が
次
の
日
程
で
、
知

識
・
技
能
に
関
す
る
講
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

6
月
2
日
（
土
）・
6
月
9
日
（
土
）

　

6
月
16
日
（
土
）・
6
月
23
日
（
土
）

　

8
月
4
日
（
土
）・
8
月
18
日
（
土
）

申
・
問

　
（
一
社
）
兵
庫
県
猟
友
会

　

☎
0
7
8

－

3
6
1

－

8
1
2
7

身
体
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
る

身
体
上
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
対

し
て
、
兵
庫
県
よ
り
身
体
障
害
者

手
帳
（
1
～
6
級
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

○
交
付
対
象
と
な
る
障
害

　

・
視
覚

　

・
聴
覚
又
は
平
衡
機
能

　

・
音
声
機
能
、
言
語
機
能
又
は

　
　

そ
し
ゃ
く
機
能

　

・
肢
体
不
自
由

　

・
心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器

　
　

の
機
能

　

・
ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能

　

・
小
腸
の
機
能

　

・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　
　

よ
る
免
疫
の
機
能

　

・
肝
臓
の
機
能

　
○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

1
申
請
書
（
健
康
福
祉
課
で
、

　
　

お
渡
し
し
ま
す
）

　

2
指
定
医
に
よ
る
診
断
書
・
意

　
　

見
書
（
健
康
福
祉
課
で
、
お

　
　

渡
し
し
ま
す
）

　

3
写
真
（
4
㎝
×
3
㎝
）

　

4
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た

　
　

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

5
身
分
証
明
書

　

6
印
鑑

問
健
康
福
祉
課　

　

☎
３
２

－

2
4
2
1

個
人
番
号
カ
ー
ド
臨
時
交
付
窓
口

お
よ
び
申
請
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ

た
方
で
、
ま
だ
受
け
取
り
に
来
ら

れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
臨
時
交

付
窓
口
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
6
月
中
に
ハ
ガ
キ
で
案
内
を

送
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
作
る
予
定
の
方
を
対
象

に
、
申
請
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
予
約
制
で
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
住
民
生
活
課
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
7
月
1
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
正
午
ま
で

場
神
崎
支
庁
舎

予
約
時
間　

　

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
土
日
及
び
時
間
外
の
受
付
は

　

  

で
き
ま
せ
ん
）

他
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
も
の
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に

　

必
要
な
写
真
は
、
無
料
で
撮
影

　

し
ま
す
。

　

・
通
知
カ
ー
ド　

　

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
　
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

　
　
（
免
許
証
等
）　

　

・
印
鑑　

問
住
民
生
活
課

　

☎
３
４

－

0
9
6
2

播
磨
西
く
す
の
木
学
級
の
ご
案
内

　

く
す
の
木
学
級
は
、
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町
・
姫
路
市
に
お

住
ま
い
の
聴
覚
障
が
い
、
言
語
障

が
い
の
あ
る
方
が
、
社
会
人
と
し

て
幅
広
い
教
養
を
深
め
る
と
と
も

に
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

通
し
て
共
に
生
き
る
喜
び
を
創
造

す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
市
川
町
を
拠

点
に
全
4
回
の
予
定
で
開
設
し
ま

す
。
工
作
教
室
や
社
会
見
学
、
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
、

楽
し
く
学
べ
る
内
容
で
す
。
毎
回
、

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
要
約
筆
記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
く
他
、
必
要
な
方
に
は

教
室
会
場
ま
で
町
職
員
が
送
迎
し

ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気

軽
に
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
教
育
課

　

☎
３
４

－

０
２
１
２

　

Fax
３
４

－

０
６
４
５

平
成
30
年
度
教
科
書
展
示
会
を

開
催
し
ま
す

　

保
護
者
や
一
般
の
方
々
に
も
、

小
・
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教

科
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
教
科
書

や
教
科
に
対
し
て
よ
り
一
層
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
左

記
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。
是
非

お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

時
6
月
15
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

※
月
曜
日
は
休
館

場
神
河
町
中
央
公
民
館

　
（
1
階
情
報
交
換
室
）

展
示
内
容　
　

　

＊
現
在
神
崎
郡
内
で
使
用
し
て

　
　

い
る
小
・
中
学
校
用
教
科
書

　
　

及
び
検
定
済
み
教
科
書

　

＊
平
成
31
年
度
使
用
さ
れ
る

　
　

中
学
校
用
「
特
別
の
教
科 

　
　

道
徳
」
教
科
書

問
教
育
課　

学
校
教
育
係

　

☎
３
４

－

0
2
1
2

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
セ
ミ
ナ
ー
及
び
出
張

相
談
会
開
催

　

神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
在

住
で
、
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
な

ど
働
い
て
い
な
い
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
及
び
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
セ
ミ
ナ
ー
【
ひ
め
じ
若
者
サ  

　

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
】

時
6
月
22
日
（
金
）

　

午
後
1
時
半
～
2
時
半

　

※
予
約
制

内
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
が
実
施
し
て
い
る
就
労

　

支
援
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹

　

介
し
ま
す
。

◆
出
張
相
談
会

時
午
後
2
時
半
、
午
後
3
時
半
～

　

各
１
名
ず
つ　

※
予
約
制

相
談
員

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

場
神
河
町
中
央
公
民
館　

会
議
室

主
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
・
神
河
町
・
市
川
町
・

　

福
崎
町

申
6
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、

　

住
民
生
活
課　

　

☎
３
４

－

０
９
６
２
ま
で

相
　
　
談

広報かみかわ 5 月号　お詫びと訂正

P9「神河町消防団 今年度の
　　 役員紹介」の団長名
　　　（正）　木下　隆生
　　　（誤）　木下　隆夫
　　 お詫びして訂正いたします。
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カーミンの
観光案内所
だより

開館時間：午前 9 時～午後 5 時
水曜定休日　☎ 34-1001
HP http://www.kamikawa-
kankonavi.jp/

神河町観光協会

ほたる祭りのお知らせ
6 月 9 日（土）

☆中村ほたる祭り
　場所　中村ドリームホール　時間　18 時～ 21 時
★犬見川ほたる祭り
　場所　ホテル モンテローザ横　わくわく公園
　時間　16 時～ 20 時（20 時～ 21 時はほたる鑑賞）
　※雨天時は町民体育館駐車場で開催

6 月 16 日（土）
☆こっとん亭ほたる祭り
　場所　水車公園こっとん亭　時間  18 時～

6 月 30 日（土）
★ほたる＆夏祭り
　場所　新田ふるさと村　時間  17 時～ 21 時

地元の神崎高校・自転車部も参加します

ヒルクライムは激坂コースが醍醐味！

出店・催し・ステージイベントあり。祭り後はほたる鑑賞へ♪

中村ほたる祭り 犬見川ほたる祭り

ビンゴ大
会開催！

ワークシ
ョップ、

出店

音楽イベ
ントあり

♪

プログラム等、詳細は決まり
次第 HP「かみかわ観光ナビ」
に掲載していきます！
ぜひ町内のほたる祭りにご参
加ください＾＾

ヒルクライムは、

登り坂で行う

自転車の

タイムレースだよ！

　

観
光
協
会
で
は
、
7
月
1
日
（
日
）、

第
1
回
神
河
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
と
は
、
山
や
丘
陵

の
上
り
坂
の
コ
ー
ス
を
自
転
車
で
走

り
、
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
神
河
町
役
場
を
ス

タ
ー
ト
し
、
県
道
8
号
線
～
町
道
峰

山
砥
峰
線
を
通
っ
て
、
峰
山
高
原
リ

ゾ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
で
す
。

　

観
光
協
会
で
は
、
こ
の
神
河
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
の
参
加
者
を
下
記
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
み
な

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
全
コ
ー
ス
を
交
通

規
制
い
た
し
ま
す
。
沿
道
に
お
住
ま

い
の
み
な
さ
ま
に
は
早
朝
か
ら
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

開　

催　

7
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　

開
会
式
7
時

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
7
時
30
分

受　

付　

6
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
20
時

場　

所　

神
河
町
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
集
合
・
受
付
）

対　

象　

中
学
生
以
上　

男
女

定　

員　

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

4
5
0
名

　
　
　
　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
名

参
加
料　

一
般
7
千
円

　
　
　
　

中
高
生
5
千
円 

エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト

　
　
　

・
ラ
ン
ネ
ッ
ト

　
　
　

・
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

※
神
河
町
観
光
協
会
へ
直
接
申
し
込
み
可

※
6
月
11
日
〆
切
り

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了 

問
合
せ　

神
河
町
観
光
協
会

　
　
　
　

☎
３
４

－

1
0
0
1

第 1 回 神河ヒルクライム 2018
7 月 1 日（日）開催

バンド演奏もあり♪
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くらしのカレンダー

まちかどウィークリー放送時間　① ６時 30 分  ② ７時 30 分  ③ 1 0 時　　④ 12 時　 ⑤ 15 時 ⑥ 18 時 30 分 ⑦ 21 時 ⑧ 23 時
特別番組放送時間 　 ①  8 時　　② 12 時 30 分    ③ 16 時  　④ 19 時　⑤ 21 時 30 分

※ケーブルテレビの番組は毎週土曜日に内容を更新します。 
※都合により番組内容を変更する場合があります。 

減塩の日
• 神河町長杯争奪 
 野球大会　予備日
 はにおか運動公園

•  歴史ウォーク
  8:30~
  （集合:粟賀小学校跡地）

• あおぞら図書館
　9:30 ～
　（越知谷方面）
•  フォト教室（初級）
  13:00～

•  0 歳親子活動
  10:00～
• 心配ごと相談
　（行政・人権相談）
　13:00 〜 16:00
•  神河シニア　陶芸 　 
　13:30～
• おはなしなあに？文庫  　 
　14:00～

•  3 歳親子活動
　10:00～
　（町民温水プール）
•  神河シニア　
　教養 10:30 ～
　趣味 13:30 ～

•  町ぐるみ健診
　8:30 ～ 11:30
　大畑コミュニティ
　センター
• 親子ハッピー体操
 10:00 ～
  （神崎体育センター）

•  町民ゴルフ大会
　（粟賀ゴルフ倶楽部）
• ほたる＆夏祭り  
 （新田ふるさと村）
• ゆかた着付け教室
  9:30 ～
• 手づくり講座
　｢レザー小物｣
　13:30～

• 町ぐるみ健診
　8:30 ～ 11:30

食育の日
• 町ぐるみ健診
　8:30 ～ 11:30

•  1 歳親子活動
　10:00 ～
• 英会話教室（入門編）
　19:00～

ケーブルテレビ 6 月　 番組表

• 子ども会球技大会
• 神河メルカート
　（粟賀の驛）
• こっとん亭ほたる祭り
• 成人ゼミナール
　13:30 ～

•  0歳親子活動
　10:00～
• 神河シニア　陶芸 
　13:30～
•  4歳児相談
　13:30～
• おはなしなあに？文庫  
　14:00～

• 健康福祉なんでも
　相談
　9:00～11:30
• プレママcafé
　9:30～

• ２・３歳親子活動
　10:00～
• 手づくり講座
　｢つまみ細工 ｣
  9:30～

• 中学生とあそぼう
  10:00～

• 中村ほたる祭り
•  犬見川ほたる祭り
• おはなしなあに？
　10:00〜

• てくてく教室
　9:30～ （長谷）
• おひさま広場
　10:00～
• おはなしなあに？文庫
  14:00～

• 神河町長杯争奪 
  野球大会　１日目
　はにおか運動公園

•「地区別人権教室」  
　事前研修会
　9:00 ～

• 神河町長杯争奪 
  野球大会　2日目
　はにおか運動公園

•  1 歳親子活動
　10:00 ～

• 古文書教室（初級）  
　9:30～
• パソコン教室（初級） 
　9:30 ～
• 親子ハッピー体操
　10:00～
　（神崎体育センター）

• パソコン教室（初級）
　9:30～
• 親子ハッピー体操
　10:00～
　（神崎体育センター）
• すくすく相談
  13:30～

• アロママッサージ教室
  9:30～
• あおぞら図書館
　9:30～
　（貝野～比延方面）
•  3.3教室
　9:30～11:30

• ヴィッセル神戸ジュニア
　 サッカー教室
　10:00～　
  神崎小学校グラウンド

•  3 歳親子活動
  10:00～
• 神河シニア　
　園芸 10:30 ～
　趣味 13:30 ～

人権をたしかめる日

•  神河シニア　
　館外研修（大阪）
•  2 歳親子活動
　10:00 ～
　（山田新生館）

•  乳児健診・ＢＣＧ
　予防接種
　13:00～

• 町ぐるみ健診
　8:30 ～ 11:30
　
• すくすく赤ちゃん体操
　10:00～
• おはなしなあに？文庫 
　14:00 ～

神公

神公

神支

神支

神支

神支

神支 神支

白林

白林

中公

中公 神公

中公

中公

中公

グ

保セ
保セ保セ

保セ

神公

神公

中公

中公

保セ

き

き

き

き

き

き

き

き

き き

き

き

放送日 5/26 から 6/1 6/2 から 6/8 6/9 から 6/15 6/16 から 6/22 6/23 から 6/29

まちかど
ウィークリー

道の駅「銀の馬車道 神河」  
　　　　　春のイベント
神崎高校平成30年度
  新入生スーパー
　オリエンテーション
第 10 回かみかわ楽団
越知谷小学校　田植え

リフォーム教室
ヨーデルの森
　　　　米作り体験
ピノキオ館　
　　　出張木工教室
神崎高校
　オープンスクール

第 13 回神河町消防操法
　　　　　　 訓練大会
神崎保育園　田植え
神河中学校　
  トライやるウィーク
投稿ビデオ　
越知区グラウンドゴルフ大会

越知谷小学校　鮎の放流
新野水車まつり
すくすく赤ちゃん

犬見川ほたる祭り
ヴィッセル神戸
　ジュニアサッカー教室
すくすく赤ちゃん

特別番組 寺前小学校　
越知谷小学校　入学式

神崎小学校　
長谷小学校　入学式 地域医療講演会 神河町消防操法訓練大会

小型ポンプの部
神河町消防操法訓練大会
ポンプ自動車の部

神支

町グ

町グ

• 中学校トライやる
　ウィーク
　（4日～ 8日）

6CALENDAR
SUN（日） ＭON（月） TUE（火） WED　（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

3

10

17

4

11

18

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

8

1

24

15

22

29

2

9

16

23

30
25

役場本庁舎
神崎支庁舎
中央公民館
神崎公民館
大河内保健福祉センター
グリンデルホール

きらきら館
カーミンの観光案内所
町民グラウンド
神崎総合病院
白林陶芸館

本 き
神支 カ
中公 町グ
神公 総病
保セ 白林
グ

町グ



知ってたら知ってたら

神河通これこれ No.  

か　み　　 か　わ　　つ　 う

神河通
か　み　　 か　わ　　つ　 う

意外と知られてい ない神河町の
ツウな情報をご紹介

意外と知られていな い神河町の
ツウな情報をご紹介

  髙附　葉 ちゃん 
　　   【 寺前 】

か
み

か
わ

  6
広

報
平

成
３

０
年

６
月

号
N

o.151
〈

発
行

〉 神
河

町
役

場
総

務
課

〒
679-3116　

兵
庫

県
神

崎
郡

神
河

町
寺

前
64　

 
Tel 0790-34-0001　

FA
X

 0790-34-0691
E-m

ail info@
tow

n.kam
ikaw

a.hyogo.jp
http://w

w
w

.tow
n.kam

ikaw
a.hyogo.jp/

25

（2 歳）

Facebook( フェイスブック )
ユーザーネーム　
@kamikawa.hyogo

Twitter( ツイッター )
ユーザー名
@kamikawa_hyogo

Instagram(インスタグラム)
ユーザーネーム
kamikawa_hyogo

YouTube(ユーチューブ)
チャンネル名
兵庫県 神河町

かんざき大黒茶屋の「葭葺き屋根」
道の駅「銀の馬車道・神河」

　かんざき大黒茶屋の葭葺屋根がきれいになりました。
　昨年 10 月に襲来した台風 21 号の影響で屋根の葭が飛ば
されるなどの被害が拡大したため、復旧工事が今年の 3 月
下旬から行われ 4 月 26 日に完成し営業が再開されました。
　日本でも数少ない葦葺きの屋根の復旧工事には、滋賀県
の葦葺き職人「葭留（よしとめ）」の手によって行われま
した。使用した葭は、琵琶湖産で 1.5 ｔトラック 2 台分
を使用しました。

①道標④山門前の赤橋南詰めの丁石

②裏参道入口の丁石

③二丁目の地蔵

　

今
回
は
、
中
村
区
に
あ
る
法
楽
寺
の
道
標
と
丁
石
・
丁
地
蔵

の
石
造
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　

但
馬
街
道
か
ら
法
楽
寺
へ
あ
が
る
裏
参
道
の
入
口
に
は
、
欠

け
た
道
標
（
①
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
標
に
は
「
表
坂 

寺
ま

で
五
丁　

左　

ゆ
し
ま　

拾
五
番
札
所
」
の
銘
文
が
あ
り
、「
左

　

ゆ
し
ま　

拾
五
番
札
所
」
と
は
、
城
崎
温
泉
の
温
泉
寺
の
こ

と
で
す
。
こ
の
道
標
の
建
立
年
代
は
、
欠
け
て
い
る
の
で
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
当
時
西
国
巡
礼
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

よう

 問合せ　
道の駅「銀の馬車道・神河」
☎ 32 － 2837

法
楽
寺
の
道
標
と
丁
石
・
丁
地
蔵

　
　
　『
か
み
か
わ
歴
史
文
化
遺
産
カ
ル
テ
』
よ
り
　
　〈
中
村
区
〉

　

そ
の
横
に
は
、「
犬
寺　

法
楽
寺
」「
観
世
音
本
堂
へ
六
丁
」「
明
治
四
十
二
年　

三
月
十
八
日
」

「
本
郡
船
津
邑　

施
主　

井
上
庄
□
郎
」（
※
現
姫
路
市
船
津
町
は
当
時
神
崎
郡
に
属
し
て
い
ま

し
た
。）
の
銘
文
が
あ
る
丁
石
（
②
）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
丁
石
を
起
点
に
、
一
丁
か

ら
六
丁
ま
で
６
体
の
地
蔵
（
③
）
が
、
一
丁
（
約
1
0
9
ｍ
）
ご
と
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
は
立
像
の
舟
形
で
、
施
主
は
一
丁
ご
と
に
刻
ま
れ
た
銘
文
よ
り
、
福
本
村
・
粟
賀
町
村
・

中
村
・
山
田
村
・
根
宇
野
村
・
落
山
米
次
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
楽
寺
山
門
か
ら
越
知
川
に
か
か
る
赤
橋
の
南
詰
め
に
は
、「
石
壇
弐
百
五
拾
壱
□
□

□
□　

安
政
三
丙
辰
年
晩
春
造
□
也
」「
金
楽
山
犬
寺
表
仁
王
門
エ　

是
ヨ
リ
上
五
丁
□
」「
大

正
十
三
甲
子
年
春
建
立
」
の
銘
文
が
あ
る
丁
石
（
④
）
が
あ
り
ま
す
。

　再び輝きを取り戻し
た葭葺きの屋根。皆さ
んも是非その黄金色の
輝きを観に訪れてみて
はいかがでしょうか。

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産

ひとこと

「自分でできること

 がふえてきたね！」


